
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金

　

町
で
は
、
新
規
就
農
者
の
確

保
・
育
成
を
進
め
る
た
め
、
経
営

が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
間
、
農
業

次
世
代
人
材
投
資
資
金
（
旧
青
年

就
農
給
付
金
）
を
活
用
し
な
が

ら
、
後
継
者
の
農
業
技
術
の
向
上

や
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
資
金
は
、
次
世
代
を
担
う

農
業
者
と
な
る
こ
と
を
志
向
す
る

経
営
開
始
直
後
の
新
規
就
農
者
に

対
し
て
支
援
す
る
も
の
で
、
年
間

最
大
１
５
０
万
円
（
最
長
５
年

間
）
を
交
付
し
ま
す
。

　

町
は
、
交
付
対
象
者
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
要
件
な
ど
を
定

め
適
正
な
交
付
に
努
め
ま
す
。

〔
交
付
の
要
件
〕

　

交
付
に
は
、
次
の
要
件
の
す
べ

て
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
町
内
に
居
住
し
就
農
す
る
こ
と

○
独
立
・
自
営
就
農
時
の
年
齢

が
、
原
則
45
歳
未
満
の
認
定
新
規

就
農
者
に
認
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

○
青
年
等
就
農
計
画
に
即
し
て
主

体
的
に
農
業
経
営
を
行
っ
て
い
る

状
態
で
、
次
の
４
つ
の
要
件
を
全

て
満
た
し
て
い
る
こ
と

　

①
自
ら
の
農
地
の
所
有
権
、
も
し

　

く
は
利
用
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

　

②
主
要
な
農
業
機
械
・
施
設
を
自

　

ら
所
有
ま
た
は
借
り
て
い
る
こ
と

　

③
本
人
名
義
で
生
産
物
や
生
産
資
材

　

な
ど
を
出
荷
・
取
引
し
て
い
る
こ
と

　

④
生
産
物
の
売
上
や
経
費
の
経

　

営
収
支
を
、
本
人
名
義
の
通
帳
、

　

帳
簿
で
管
理
し
て
い
る
こ
と

※
親
元
就
農
の
場
合
で
も
、
親
元

就
農
し
て
か
ら
５
年
以
内
に
経
営

を
継
承
し
て
、
親
の
経
営
か
ら
独

立
し
た
農
業
経
営
を
開
始
し
た
時

点
か
ら
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、交
付
期
間
中
に
、

新
規
作
物
の
導
入
な
ど
、
新
規
参

入
者
と
同
等
の
リ
ス
ク
を
追
っ
て

経
営
を
開
始
す
る
青
年
等
就
農
計

画
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。   

　

次
の
項
目
に
該
当
す
る
か
た
に

は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

○
生
活
保
護
な
ど
と
重
複
受
給
と
な
る

○
雇
用
保
険
期
間
中
で
あ
る

○
配
偶
者
が
社
会
保
険
で
、
そ
の

扶
養
者
で
あ
る

○
国
民
健
康
保
険
へ
加
入
し
て
い

な
い
（
雇
用
保
険
、
社
会
保
険
加

入
者
等
を
指
す
）

〔
交
付
の
中
止
や
返
還
〕

　

適
正
な
就
農
状
況
で
な
い
場

合
（
農
作
業
に
必
要
な
作
業
な
ど

を
怠
る
）
や
虚
偽
の
申
請
な
ど
を

行
っ
た
場
合
、
就
農
状
況
報
告
を

行
わ
な
か
っ
た
場
合
、
交
付
の
中

止
や
返
還
な
ど
を
求
め
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
林
課
農
政
係

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

　
消
防
法
施
行
令
第
３
条
に
規
定

す
る
甲
種
防
火
対
象
物
の
防
火
管

理
に
関
す
る
講
習
の
う
ち
、
甲
種

防
火
管
理
新
規
講
習
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

○
講
習
日
時

　

７
月
26
日
（
木
）
～
27
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
場
所

　

阿
久
根
市
民
会
館
第
１
会
議
室

○
募
集
人
員
＝
30
人

○
受
講
申
込
受
付
期
間

　

６
月
11
日（
月
）～
７
月
２
日（
月
）

　

※
郵
送
に
つ
い
て
は
、
７
月
２
日

消
印
有
効

○
受
講
料
＝
３
５
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣
所

　

☎
（
86
）
０
１
１
９
［
直
通

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
長
島
分
遣
所

　

☎
（
88
）
５
３
３
３
［
直
通
］

マ
イ
ラ
イ
フ
・
ノ
ー
ト
活
用

し
て
み
ま
せ
ん
か

　

ご
家
族
や
身
近
な
か
た
に
自
分

の
意
思
を
伝
え
て
い
ま
す
か
。
そ

の
き
っ
か
け
の
た
め
に
「
マ
イ
ラ

イ
フ
・
ノ
ー
ト
」
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
マ
イ
ラ
イ
フ
・
ノ
ー
ト
は
講

演
会
や
在
宅
医
療
の
講
話
会
な
ど

で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
郡
医
師
会
在
宅
医
療
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
73
）
２
３
７
５
［
直
通
］

　
役
場
介
護
環
境
課
介
護
保
険
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

校
体
験
入
校
生
募
集

　
当
校
は
、
新
規
学
卒
者
、
離

転
職
者
な
ど
新
た
に
就
職
し
よ
う

と
す
る
人
な
ど
に
対
し
、
住
宅
建

築
分
野
に
関
す
る
職
業
訓
練
を
実

施
し
、
就
職
支
援
・
建
築
分
野
の

技
能
者
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
30
年
度

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し

ま
す
。
対
象
は
、
中
・
高
校
生
、

一
般
で
、
大
工
・
建
築
大
工
の
体

験
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

〇
日
時
＝
７
月
31
日
（
火
）

　

午
前
９
時
～
午
後
12
時
30
分

〇
申
込
期
限
＝
７
月
25
日
（
水
）

〇
対
象
者
＝
中
学
生
、
高
校
生
、

一
般（
お
お
む
ね
30
歳
ま
で
の
か
た
）

〇
募
集
人
員
＝
先
着
30
人

〇
参
加
費
＝
無
料

　

※
１
日
傷
害
保
険
の
加
入
を
予

　

定
し
て
い
ま
す

〇
申
込
方
法

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
、
郵
送
で
申
し

込
く
だ
さ
い
。
中
学
生
・
高
校
生

は
担
当
の
教
諭
を
通
し
て
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
７
月
に
入
っ

て
か
ら
、
申
し
込
み
を
す
る
場
合

は
、
募
集
人
員
に
達
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

当
校
に
電
話
確
認
の
う
え
、
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
９
６
（
53
）
０
２
０
７

不
動
産
取
得
税
の
課
税
の
仕

組
み
知
っ
て
い
ま
す
か

　

土
地
や
家
屋
を
購
入
し
た
り
、

家
屋
を
新
築
し
て
不
動
産
を
取
得

さ
れ
た
か
た
に
は
不
動
産
取
得
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。
取
得
し
た
不

動
産
が
一
定
の
要
件
（
住
宅
の
規

模
・
土
地
と
住
宅
の
取
得
時
期
な

ど
）
を
満
た
す
場
合
、
県
へ
申
告

し
、
税
額
の
減
額
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
２
０
６

自
然
災
害
に
よ
る
税
の
減
免

措
置
が
あ
り
ま
す

　

風
水
害
・
震
災
・
火
災
な
ど
の

災
害
に
よ
っ
て
住
宅
な
ど
の
財
産

に
損
害
を
受
け
た
場
合
は
、
損
害

の
程
度
に
応
じ
て
県
税
（
個
人
事

業
税
、
自
動
車
税
、
不
動
産
取
得

税
、
産
業
廃
棄
物
税
、
個
人
県
民

税
）
の
減
免
や
納
付
期
限
の
延
長

な
ど
の
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
措
置
を
受
け

る
に
は
、
損
害
金
額
が
事
業
用
資

産
の
価
額
の
２
分
の
１
以
上
で
あ

る
な
ど
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
２
０
６

　

　７月は” 社会を明るくする運動” 強調月間・再犯防止啓発月間です。

　「社会を明るくする運動」は、すべての国民が犯罪や非行の防止と罪を犯した人た
ちの更生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪のない地域
社会を築こうとする全国的な運動で、今年で 68 回目を迎えます。

1213


